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これらは先端産業の有する資本⼒と技術⼒に対してその株式が新しい判断を与え、これら
産業の現実における価値変化が、新しい経済の現実を構築するのである。 
 
グローバル経済という現実は、統⼀した判断をこれら現実へ与えるものである。これらは経
済という現実の判断を共有し、新しい現実を経済へ与えるものである。 
 
これらは全ての既存産業が新しい価値判断における、⾃⼰への再考査を要求されていると
考えて良い。 
 
これらは、それら産業の有する⾼い利益性などは、⽣産環境とともに、もはや新しい現実と
判断を否定できないのである。 
 
これらは⾰命的な変化であり、既存価値観の完全な崩壊を与えるものである。 
 
これら社会の価値観の変化は、現実における⾰命的な向上とともに、それらに付随する新し
い価値と判断における現実への転換を有するのである。 
 
これらはもはや新しい世界の創造が存在し、それらを否定することはでいないのである。 
 
これら変化は今⽇のダイナミズムであり、これらが共有のルール⾃由経済システムという
現実を有することは留意しなくてはいけない。またグローバリゼーションはこれら現実の
共有なのである。 
 
これらがビジネスという現実における世界の共有性を与え、そのプレゼンスは、⾶躍的な拡
⼤を有するのである。 
 
これらが技術進歩における産業⾰命と、その資本の集約における現実の転換なのである。 
 
これら変化へは必ずこれら先端性における⾃⼰参加を条件とするものであり、この企業の
必題は、競争という現実における唯⼀の選択なのである。 


